
 

丹波市 市島町 下鴨阪地域 就農･定着応援プラン 

作成年月日 平成 30 年 8 月 3 日 
 

有機農業の西の本場の「有機マイスター」のもとで、

夢の農業にチャレンジしよう！ 
 
 
１．地域の概要 

 

（１）位置 

 丹波市は兵庫県の東側の中央部に 
あります。舞鶴自動車道と豊岡自動 
車道が通っています。鉄道は、JR 
福知山線と加古川線が市内を通って 
います。 
 市島町は丹波市の北東部です。京 
都府福知山市と隣接しています。 
 下鴨阪集落は、市島町の北部にあ 
ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）下鴨阪の農業 

 市島町は、1975 年に出荷団体「市島町有機農業研究会」が発足し、町内に堆

肥センターがあるなど、有機農業の盛んな地域で、町内に有機農業を経営する

新規就農者が 15 軒以上あります。丹波市内には有機農家が集まった「丹波市有

機農業研究会」があり、有機農業の技術研修も毎年、開催されます。 
下鴨阪は丹波市市島町前山地区にある 90 人弱の集落です。集落 30 軒の内、9

軒が I ターン者、1 軒が U ターン者で地域内でも町外からの移住者がとくに多
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く、集落としても将来の担い手対策として I ターン者の受け入れを自治会の方針

としています。 
集落内は高齢化で自給的な農業が中心です。高齢化にともない放棄地も増加

しつつあり、集落内の農地をどう管理していくかが将来の課題になりつつあり

ます。平成 26 年の丹波大水害では集落内に多くの被害が出て、以来、災害防止

も含め里山の整備を年に数回、都市部のボランティアと行っています。 
 
 

２．下鴨阪の有機農業 

研修先の橋本農園（下記）では以下の有機農産物を出荷しています。経営形

態は有畜複合経営です。 

 

（１）主要な品目 

 現在、橋本農園で栽培している有機農産物は、ざっと 50 品目あります。 
列挙しますと、 

葉菜類：ほうれんそう、みずな、こまつな、ねぎ、たまねぎ、など 
   果菜類：トマト、ミニトマト、なす、ピーマン、きゅうり、など 
   根菜類：じゃがいも、さつまいも、だいこん、にんじん、など 
   その他：水稲、丹波大納言小豆、など 
 いずれも、長年の経験で、栽培のノウハウが蓄積されています。 
 
（２）販売ルート 

 橋本農園で栽培した有機農産物は、「コープ自然派」に出荷されるほか、独

自のルートで消費者団体（食品公害を追放し安全な食べ物を求める会）へ出荷

されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
３．求める新規就農者 

 
 ☆有機農業で独立自営就農を目指す方 

 

 ☆下鴨阪または近隣に住んで、下鴨阪の農地を使って農業をする方 

 

 ☆先輩農家のもとで、1年間の研修を受ける熱意のある方 

 

 ☆集落の共同作業や地域行事への参加を通じて、地域を盛り上げてくれる方 

   ・農道、水路の掃除、補修作業（年 2 回） 
   ・河川の草刈り作業（年 1 回） 
   ・むらおこし委員会、里山づくり活動への参画 
 
 
 
４．就農者への支援 

 

（１）栽培技術の習得へのバックアップ 

 有機農業の西の本場、丹波市市島町で、有

機農業のトップを走っている、橋本慎司さん

のもとで、弟子として修行を受けられます。 
栽培技術だけでなく、市場動向の把握、販

売ルートの開拓、顧客管理、経理管理な 
ど、経営全般にわたって指導を受けられます。 
まったく農業未経験でも、1 年程度の修行

期間で独立した農家が 8 名います。 
 

（２）農地の確保 

下鴨阪の農地の紹介、斡旋をします。 
 
（３）住居の確保 

 下鴨阪または近隣地区や市内の空き家の相

談に乗ります。丹波市役所の「住まいるバン

ク」を利用することもできます。 
 認定新規就農者になり要件を満たせば、丹波市から賃借料の助成を受けられ

ます。 
 

 
橋本慎司さん 

広島県出身。 
コープこうべで農産物担当を 3 年間務め
る。 
1989 年に市島町に来て就農。 
有機野菜と平飼い採卵鶏を中心に経営。 
現在は下鴨阪農会長、丹波市農業委員も
務める。丹波市認定農業者。 
NPO 法人兵庫県有機農業研究会理事長。 



（４）その他の支援 

 丹波市役所などによる新規就農者に対する助成事業があります。（別冊資料

を参照） 
 
 
５．橋本慎司さんからのメッセージ 

私自身は農業経営をしながら国際的な有機農業団体の役員をやってきてアジ

ア欧米の有機農業の現場を数々訪ね、日本でもさらに有機農業を広げていきた

いと考え、研修生を受け入れてきました。 

現在は WWOOF に加盟しホスト農家として年間１５か国４５名程度の若者を短

期で受け入れています。そのため農作業は英語で作業しており、国際対応でき

る農家を育成することをめざしています。 

市島では新規就農者が多く、定着し有機農業を実践しています。 

是非、共に！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【連絡先】 

 丹波市農業振興課（丹波市春日町黒井 811） 
  電話 0795-74-1465 FAX 0795-74-1055 
  ﾒｰﾙ nou_shinkou@city.tamba.lg.jp 

  


